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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内表面を有するボディ部材と、
　前記ボディ部材内に収容可能であり、ロック部材を有する保持装置と、を備え、
　前記保持装置は、
　長手方向の末端方向に付勢されたとき、前記ボディ部材内において末端方向へ移動可能
であり、
　長手方向において末端方向とは反対の基端方向に付勢されたとき、前記ロック部材が前
記ボディ部材の前記内表面に係合することにより、基端方向への移動が実質的に妨げられ
るように構成され、
　前記保持装置は、前記ロック部材を受けるための環状の座部を備えたカラーを含み、
　前記座部は、基端側に配置された通路と、末端側に配置されたくさび部と、を含み、
　該くさび部は、外側且つ末端側へ向かう角度の傾斜面であり、
　前記通路と前記傾斜面とは、前記カラーが末端側へ付勢されたとき前記ロック部材が前
記通路に収容され、且つ、前記カラーが基端側へ付勢されたとき前記カラーの基端方向へ
の移動が実質的に妨げられるように前記ロック部材が前記傾斜面と前記ボディ部材の前記
内表面との間に挟まれるように構成されている、眼内レンズを眼に挿入するための装置。
【請求項２】
　前記保持装置が末端方向へ付勢されたとき、前記ロック部材が、前記ボディ部材の前記
内表面の内側でスライド移動する、請求項１の装置。
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【請求項３】
　前記保持装置が末端方向へ付勢されたとき、前記ロック部材が、前記ボディ部材の前記
内表面にスライド可能に係合する、請求項１の装置。
【請求項４】
　前記保持装置が末端方向へ付勢されたとき、前記ロック部材が、前記ボディ部材の前記
内表面にシール係合する、請求項１の装置。
【請求項５】
　前記ボディ部材の前記内表面が滑らかな面である、請求項４の装置。
【請求項６】
　前記ロック部材がＯリングを有する、請求項１の装置。
【請求項７】
　前記保持装置に動作可能に連結されたハンドルをさらに有する、請求項１の装置。
【請求項８】
　前記ハンドルは、前記ハンドルが長手方向の前記末端方向に付勢されたとき前記保持装
置が前記末端方向へ移動するように、前記保持装置に動作可能に連結されている、請求項
７の装置。
【請求項９】
　前記ハンドルは、前記ハンドルが前記保持装置に対して回転可能なように、前記保持装
置に動作可能に連結されている、請求項７の装置。
【請求項１０】
　前記ハンドルは、前記ハンドルが回転したとき前記ハンドルが前記保持装置に対して長
手方向に移動するように、前記保持装置に動作可能に連結されている、請求項９の装置。
【請求項１１】
　前記ハンドルは、前記ハンドルが長手方向の前記末端方向に付勢されたとき前記ハンド
ルと前記保持装置が長手方向の前記末端方向に移動するように、前記保持装置に動作可能
に連結されている、請求項１０の装置。
【請求項１２】
　前記保持装置はねじ切りされた貫通穴を含み、前記ハンドルは、前記貫通穴に係合する
ためのねじ山を含む、請求項９の装置。
【請求項１３】
　前記ハンドルの末端部に動作可能に連結されたインサータをさらに有する、請求項６の
装置。
【請求項１４】
　前記インサータは、環状の座部を備えたベース部と、前記ボディ部材の前記内表面にス
ライド可能に係合するように前記座部に収容されたロック部材と、を含む、請求項１３の
装置。
【請求項１５】
　前記ロック部材はシール部材を含む、請求項１の装置。
【請求項１６】
　前記ロック部材は、前記保持装置が基端側へ付勢されたとき前記ボディ部材の前記内表
面に保持可能に係合する複数の環状のバッフルを含む、請求項１の装置。
【請求項１７】
　前記保持装置が前記ボディ部材内に収容されているとき、前記バッフルは基端側へ曲が
る、請求項１６の装置。
【請求項１８】
　前記ボディ部材は、前記内表面において内径を有し、前記の各バッフルは、前記ボディ
部材の前記内径よりも大きい外径を有する、請求項１６の装置。
【請求項１９】
　内表面を有し、末端と基端を備えた長手方向の軸によって定義される管状のボディ部材
と、
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　前記ボディ部材内にスライド可能に収容可能であり、外側且つ末端側へ向かう角度の傾
斜面と、該傾斜面よりも基端側に配置された通路とを備えた環状の座部を有するカラーと
、
　前記カラーが末端側に付勢されたときに前記通路に収容され、且つ、前記カラーが基端
側に付勢されたときに前記座部の前記傾斜面と前記ボディ部材の前記内表面との間に挟ま
れるように、前記カラーの前記座部に収容可能なＯリングと、
　前記カラーに動作可能に連結された細長いハンドルと、を備えた、眼内レンズを眼に挿
入するための装置。
【請求項２０】
　前記ハンドルの末端部に動作可能に連結されたインサータをさらに有する、請求項１９
の装置。
【請求項２１】
　前記カラーは、ねじ切りされた貫通穴を含み、前記ハンドルは、前記カラーの前記貫通
穴に係合するためにねじ切りされた柄を含む、請求項１９の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼内レンズ（ＩＯＬ）を眼に挿入するための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間の眼は、疾患および病気に感染しやすく、それらの多くは水晶体に悪影響を与える
ものである。例えば、白内障は、眼の水晶体が濁るか又はくすむように変色することで視
覚を損なう。白内障は、しばしば部分的または完全な失明をもたらす。損傷した水晶体は
、除去して眼内レンズ、すなわちＩＯＬと取り替えることができる。
【０００３】
　眼内レンズは、例えば、白内障の手術後に自然の水晶体の代わりとして、又は、自然の
水晶体が残された眼の光学特性を変える（すなわち、視力を矯正する）ために、眼に移植
される。多くの場合、眼内レンズは、光学的に透明な円盤状の光学部品を有する。多くの
眼内レンズはまた、光学部品から径方向外側へ伸び、レンズを所定の場所に固定するため
に、少なくとも１つの柔軟な固定部材または触覚部材（ハプティック：haptic）を有する
。眼内レンズを眼に移植するためには、眼に切り込みが入れられる。外傷を軽減し治癒を
早めるために、切り込みの大きさを最小限に抑えることが望ましい。
【０００４】
　光学部品は、ポリメチルメタクリル樹脂（ＰＭＭＡ）等の硬質の生体適合性材料、又は
シリコンポリマー、アクリルポリマー、ヒドロゲルポリマー等の変形可能材料からなる。
変形可能材料を使用すると、小さな切り込みを通して眼の中へ挿入するために眼内レンズ
を丸めたり折り畳んだりすることができる。そのような折り畳み可能なレンズを眼の中へ
挿入するのを補助するために、相当な数の器具が提案されている。
【０００５】
　眼内レンズの２つの主要な材料は、シリコン樹脂とアクリル樹脂である。シリコン製の
眼内レンズは、比較的柔軟であり、挿入チューブ又は眼内レンズに過度にストレスを与え
たり、カートリッジから眼内レンズがいきなり飛び出るほどの大きな押圧力を必要とする
ことなく、比較的小さな挿入チューブを通して押し込むことができる。アクリル製のレン
ズは、一部の患者に提示され、それはシリコン製の眼内レンズと大体同じ方法で挿入され
るが、柔軟性に劣るアクリル樹脂に纏わる問題を軽減するために比較的大きな口径を備え
たカートリッジが使用される。カートリッジの口径が比較的大きいため、切り込みの大き
さも必然的に比較的大きくなる。
【０００６】
　前述のことから、当該技術分野において眼内レンズを挿入する装置と方法について有益
な進歩が引き続き望まれている。
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【発明の開示】
【０００７】
　本発明の一実施形態によれば、眼内レンズを眼に挿入するための装置は、内表面を有す
る管状のボディ部材と、好ましくは環状に形成され且つボディ部材の内部に収容可能な保
持装置を有するプランジャとを含む。保持装置はロック部材を含み、長手方向の末端方向
へ付勢されたときに保持装置が末端方向へ移動可能なように構成される。しかしながら、
長手方向の基端方向へ付勢されたとき、ロック部材がボディ部材の内表面に係合すること
によって、保持装置が長手方向の基端方向へ移動することが妨げられる。
【０００８】
　前記装置の利点の１つは、プランジャの引き戻しによるプランジャの基端方向への不測
の移動、すなわち、外科手術中において不要な移動を実質的に防止できることである。プ
ランジャの基端側への移動が望まれる場合、本発明の別の実施形態により、プランジャは
、保持装置に動作可能に連結されたハンドルを含み、ハンドルの回転によりハンドルがボ
ディ部材内において長手方向に移動する。これにより、ハンドルを長手方向に押すこと及
び／又はハンドルを回転させることにより、プランジャが前進又は末端方向へ移動するが
、プランジャの基端側への移動はハンドルの回転によってのみ可能である。
【０００９】
　別の利点は、ロック部材が、２つの部材間にシールを形成できるＯリング又は別の要素
等のシール部材として構成されてもよいことである。さらに詳細には、保持装置が末端方
向へ移動しているとき、ロック部材は、保持装置とボディ部材の内表面との間にシールを
形成する。このシールはまた、保持装置の末端側への移動を滑らかにする。
【００１０】
　本発明の別の実施形態によれば、保持装置は、ロック部材を受けるための環状の座部を
備えたカラーを含む。座部は、基端側に配置された通路と、末端側に配置されたくさび部
とを含む。カラーが末端側へ付勢されたとき、ロック部材が通路内に収容され、これによ
り、座部が末端側へ移動できる。カラーが基端側へ付勢されたとき、ロック部材がくさび
部とボディ部材の内表面との間に付勢され、これにより、基端側への移動が妨げられるか
又は防止される。これらの実施形態において、ロック部材は、例えば、Ｏリング、スリッ
ト付きＯリング、１組の球形若しくは細長いボール、又は複数の略円筒状の区分であって
もよい。ある実施形態において、ロック部材はさらにシールとして作用してもよい。さら
に別の実施形態において、ロック部材は、保持装置の末端側への移動は許容するが保持装
置の基端側への移動は妨げる複数の柔軟なバッフルを含んでもよい。
【００１１】
　添付図面と併せて以下の詳細な説明を考慮することで、本発明の他の特徴と利点は当業
者にとって明白である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１を参照すると、眼内レンズ（ＩＯＬ）を眼に挿入するための装置１００は、ボディ
部材１０２を有する。多くの実施形態において、装置１００は、プランジャ１０４も有す
るものとして説明される。特定の実施形態によれば、装置１００は、プランジャ１０４が
ボディ部材１０２内において一方向、すなわち末端方向のみにスライド可能であり、反対
の基端方向へはスライドしないように構成されている。加えて、又は、代わりに、装置は
、プランジャ１０４が回転しながら末端方向へ移動可能となるように構成してもよい。こ
の回転は、プランジャ１０４のスライド移動と連動してもよいし、別個であってもよい。
【００１３】
　図１と図２に示されるような多くの実施形態についてさらに詳細に説明すると、ボディ
部材１０２は、略チューブ状であり、内側貫通室１０８を形成する内表面１０６を有する
。ボディ部材１０２はまた、基端の入口１１０と末端のポート１１２とを有するものとし
て説明することもでき、長手方向の軸Ａと末端方向Ｄと基端方向Ｐとを有する。いくつか
の実施形態において、ボディ部材１０２は、概ね円錐台の形状をした末端部１１４と、基
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端の開口部１１０又はその付近に配置された環状のフランジ１１６とを有してもよい。
【００１４】
　ある実施形態において、装置１００はさらに、眼内レンズを保持するためのカートリッ
ジ（図示せず）を有してもよい。そのような実施形態において、カートリッジは、好まし
くは装置１００の末端部１１４付近に取り付けられ、この場合、末端部１１４は、図１に
示す概ね円錐台形状以外の形態を有してもよい。ある実施形態において、術者または他の
ユーザーへの出荷前に、カートリッジに眼内レンズが予め装填され、且つ／又は、カート
リッジが装置１００に予め取り付けられてもよい。
【００１５】
　図１と図２を引き続き参照すると、プランジャ１０４は、多くの実施形態に従って構成
できる。例えば、いくつかの実施形態において、プランジャ１０４は、ロック部材１２０
を備えた、一方向に付勢又は保持する装置１１８を有する。多くの実施形態において、ロ
ック部材１２０は保持装置１１８の周囲に配置される。保持装置１１８は、特に図２に示
されるようにボディ部材１０２の内部に収容可能である。
【００１６】
　本明細書において、保持装置１１８は、別の装置または要素を支持又は保持する何らか
の要素または構造を有するものであってもよい。さらに、保持装置は、何かを移動させる
ように又は何かが外れるのを防止するように機械的に作動するか、或いは、機械的な利点
を得るために利用される何らかの装置を有してもよい。本発明の原理によれば、保持装置
１１８は、動かないように固定された装置である必要はなく、必要に応じてボディ部材１
０２内を移動可能又は位置付け可能である。
【００１７】
　さらに詳細に、いくつかの実施形態によれば、保持装置１１８は、長手方向の第１の方
向、例えば、図３の矢印ＦＤで示される末端方向Ｄへ付勢されると保持装置１１８がボデ
ィ部材１０２内において矢印Ｄで示される第１の方向へ移動可能となるように構成される
。保持装置１１８はさらに、長手方向の第１の方向とは反対の第２の方向、例えば、図４
の矢印ＦＰで示される基端方向へ付勢されたとき、以下にさらに詳細に説明するようにボ
ディ部材１０２の内表面１０６と係合するロック部材１２０により保持装置１１８が第２
の方向へ移動することが妨げられるか又は実質的に防止されるように構成される。したが
って、ロック部材１２０は、ボディ部材１０２内において単一の長手方向へ移動できる一
方向のロック部材として説明することもできる。
【００１８】
　多くの実施形態によれば、保持装置１１８は、末端方向Ｄへ付勢されるとロック部材１
２０がボディ部材１０２の内表面１０６にスライド係合するように構成される。これに関
連して、ロック部材１２０は、例えば、連続的に滑らかなＯリング、又はリブの付いたＯ
リングのいずれかのＯリング等のシール部材で構成される。したがって、ロック部材１２
０と内表面１０６とのスライド係合は、図５の符号Ｓで示すようなシール係合でもある。
これらのタイプの実施形態において、保持装置１１８と内表面１０６とのスライド係合を
さらによくするために、ボディ部材１０２の内表面１０６は滑らかな面であってもよい。
保持又はロックする部材１２０とボディ部材の内表面とのスライド係合は、保持装置１１
８の滑らかであり、安定し、しっかりした末端側への移動を促進または保証する。

【００１９】
　これにより、保持装置１１８は、ボディ部材の内部で長手方向に移動するように構成さ
れる。特定の実施形態によれば、保持装置１１８は、ボディ部材の内部でロック部材１２
０がスライド移動するように構成してもよく、そのようなスライド移動は、並進移動（す
なわち、実質的に回転を伴わない移動）であってもよいし、回転を伴ってもよい。代わり
に、保持装置１１８は、ロック部材１２０がボディ部材１０２の内表面１０６にスライド
可能に係合するように構成してもよく、そのようなスライド可能な係合は、ロック部材１
２０とボディ部材１０２との接触を含む。さらに、代わりに、保持装置１１８は、ロック
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部材１２０がボディ部材１０２の内表面１０６にシール係合するように構成してもよく、
そのようなシール係合は、ロック部材１２０と内表面１０６との間のシールを含む。
【００２０】
　また、図５に示すように、いくつかの実施形態において、保持装置１１８は、ロック部
材１２０を受けるための環状の座部１２４を備えたカラー１２２を有してもよい。座部１
２４は、基端側に配置された通路１２６と、末端側に配置されたくさび部１２８とを有す
る。通路１２６は、基端側の壁部１３０を有するように形成される。したがって、カラー
１２２が図５の矢印ＦＤで示されるように末端側へ付勢されると、ロック部材１２０は、
基端側の壁部１３０に隣接した状態で通路１２６内に収容される。カラー１２２が図６の
矢印ＦＰで示されるように基端側へ付勢されると、ロック部材１２０はくさび部１２８と
ボディ部材１０２の内表面１０６との間へ付勢され、これにより、カラー１２２、ひいて
は保持装置１１８の基端側への移動を妨げるか又は実質的に防止できる。
【００２１】
　特に図５と図６に示されるように、座部１２４のくさび部１２８は、直線状またはアー
チ状の傾斜面として説明することができ、その傾斜角度は、好ましくは、内表面１０６へ
向かう外方で、且つ、ボディ部材１０２の末端部１１４へ向かう末端側へ傾いている。こ
れにより、カラー１２２が末端側へ付勢されたとき、図５に示すようにロック部材１２０
が通路１２６内に収容され、カラー１２２が基端側へ付勢されたとき、図６に示すように
ロック部材１２０が傾斜面１３２と内表面１０６との間に挟まれる。
【００２２】
　特定の実施形態と、個別の要素の選択されたパラメータによれば、座部１２４とロック
部材１２０は、ロック部材１２０が傾斜面１３２とボディ部材１０２の内表面１０６との
間に挟まれたときに、カラー１２２の基端側への移動が実質的に防止されるように構成し
てもよい。例えば、多くの実施形態において、ロック部材１２０は、図１に示すようなＯ
リングであってもよいし、又はそれを含んでもよい。Ｏリング１３４は、図６に示すよう
な力に基づき圧縮可能な伸縮性または弾力性のある素材からなる。代わりに、ロック部材
１２０は、例えば、スリット付きＯリング、１組の球形または細長いボール、或いは、複
数の略円筒状の区分であってもよい。ある実施形態において、ロック部材１２０は、さら
にシールの役割を果たす。
【００２３】
　例えば、Ｏリング１３４と内表面１０６との間の摩擦係数にもよるが、高レベルの人為
的な力を受けても、カラー１２２は基端方向へは実質的に移動しない。他の実施形態にお
いて、カラーを基端方向へ移動させるのに必要なレベルの力は、保持装置１１８を本質的
に破壊し、装置を使用できなくするほどのものである。例えば、その必要な力は、部材に
ひびを入れたり、プランジャ１０４との接続を切ったりすることがある。代わりに、Ｏリ
ング１３４は、保持装置１１８が基端面の下で傾くような異なる大きさを有してもよく、
これにより、保持装置１１８がボディ部材１０２内で留まるようにすることができる。
【００２４】
　多くの実施形態において、プランジャ１０４はまた、細長い柄１３８と摘み１４０を備
えたハンドル１３６を有し、柄１３８は動作可能に保持装置１１８に連結される。例えば
、図２と図３に示すように、柄１３８が動作可能に保持装置１１８に連結されることによ
り、ハンドル１３６が長手方向の末端方向Ｄへ押されると、ハンドル１３６と保持装置１
１８が長手方向の末端方向Ｄへ移動する。他の実施形態においては、柄１３８は、ハンド
ル１３６が保持装置１１８に対して回転可能となるように保持装置１１８に動作可能に連
結されてもよい。
【００２５】
　保持装置１１８の基端方向への移動が妨げられた状態で、柄１３８は、ハンドル１３６
が図７の矢印Ｒで示されるように長手方向の軸Ａ周りの第１の方向に回転されたときに保
持装置１１８に対して長手方向の末端方向Ｄへ移動するように、動作可能に保持装置１１
８に連結されてもよい。さらに、柄１３８は、ハンドル１３６が図７の矢印Ｒで示される
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ように長手方向の軸Ａ周りの第２の方向へ回転されたときに保持装置１１８に対して長手
方向の基端方向Ｐへ移動するように、動作可能に保持装置１１８に連結されてもよい。
【００２６】
　回転の実施形態において、保持装置１１８のカラー１２２は、図１と図５に示すように
ねじ切りされた貫通穴１４２を有し、ハンドル１３６の柄１３８は、貫通穴１４２に係合
するために十分な程度の範囲に沿って配置されたねじ山１４４を有する。したがって、ボ
ディ部材１０２を通して末端側へハンドル１３６を長手方向に沿って押すというよりはむ
しろ、摘み１４０を操作することによりハンドル１３６が回転され、これにより、ボディ
部材１０２を通してハンドル１３６を長手方向に移動させることができる。
【００２７】
　この点において、プランジャ１０４はまた、ハンドル１３６の柄１３８の末端部１４８
に動作可能に連結されたインサータ１４６を有する。インサータ１４６はまた、Ｏリング
などのシール部材１５４を受けるための環状の座部１５２を備えたベース部１５０を有す
る。多くの実施形態において、インサータ１４６とシール部材１５４は図２、図３、図４
及び図７に示すように、ボディ部材１０２の内表面１０６にスライド可能に係合されるよ
うに構成されてもよい。さらに、インサータ１４６は、細長い末端の探針１５６を有し、
探針は、上記と同じ図に示されるようにボディ部材１０２の末端ポート１１２を通る状態
でスライド可能に収容可能である。
【００２８】
　多くの実施形態において、装置１００は、保持装置１１８がボディ部材１０２に対して
回転するのを防止する構造を有してもよい。例えば、図８と図９に示すように、１又は複
数の長手方向の通路１４８が、ボディ部材１０２の内表面１０６に形成され、相補的な突
部１５０（図１参照)が、通路１４８にスライド係合するためのカラー１２２に配置され
てもよい。これにより、通路１４８と突部１５８は、ハンドル１３６の回転によって生じ
るいかなるカラー１２２の回転も防止する。
【００２９】
　ボディ部材１０２において保持装置１１８のスライド係合を促進するために、カラー１
２２の外径ＤＯは、ボディ部材１０２の貫通路１０８の内径ＤＩと略等しくしてもよい。
これにより、例えば図５に示すように、カラー１２２は、ボディ部材１０２の内表面１０
６にスライド可能に接触する。
【００３０】
　保持装置１１８の他の実施形態が図１０、図１１及び図１２に示され、この実施形態に
おいて、ロック部材１２０は、複数の環状のバッフル（baffle）１５２を有する。バッフ
ル１５２は、保持装置１１８が末端側へ付勢されたときにボディ部材１０２の内表面にス
ライド係合し、保持装置１１８が基端側へ付勢されたときにボディ部材１０２の内表面１
０６に保持可能に係合するように構成される。
【００３１】
　図１２に示すように、バッフル１５２は、ボディ部材１０２の貫通路１０８の内径ＤＩ

よりも大きい外径ＤＯを有する（図８参照）。これにより、基端の開口部１１０を通して
貫通路１０８へ挿入されたとき、バッフル１５２は図１０と図１１に示すように基端側へ
曲がる。これにより、バッフル１５２は、保持装置１１８が末端方向へ移動したとき、ス
ライド可能なロック装置を形成するようにボディ部材１０２の内表面１０６に付勢される
。代わりに、バッフルは、末端側への移動をさらに促進するために予め曲げられるように
組み立ててもよい。ある実施形態において、内表面１０６は、保持動作を促進するように
織り込まれるか又は形成されてもよい。
【００３２】
　使用の際、図１３に示すように、装置１００を使用して、末端の探針１４６がボディ部
材１０２から外へ向かって末端側に移動するように、プランジャ１０４を長手方向に押す
こと、及び／又は、プランジャ１０４を回転させることによって、眼内レンズが眼１５４
に挿入される。探針１４６は、公知の方法により眼１５４の中に配置される。プランジャ
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１０４は、上述のような作動および／または操作が継続される。ある実施形態において、
装置１００はさらに、眼内レンズを含むカートリッジ（図示せず）を有してもよい。その
カートリッジには出荷前に眼内レンズが装填されてもよいし、外科手術中において術者又
は術者の助手により眼内レンズが装填されてもよい。カートリッジは好ましくは末端部１
１４の周辺に配置される。
【００３３】
　本発明の上記の典型的な実施形態が多くの代替および変更の根拠を提供することは、当
業者に明白である。例えばボディ部材１０２及び保持装置１１８について円形の実施形態
が図示されているが、装置１００の円形または環状でない他の実施形態を使用してもよい
。上記及びその他の変更も本発明の範囲内である。したがって、本発明は、上記において
はっきりと明示し、説明した発明に限定されず、添付された請求項の範囲によるものであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】多くの実施形態に係る眼内レンズを眼に挿入するための装置の分解斜視図。
【図２】ボディ部材における初期の位置にプランジャが位置する状態を示す装置の断面図
。
【図３】プランジャが末端方向へ移動する状態を示す図２と同様の図。
【図４】プランジャが基端方向へ付勢される状態を示す図３と同様の図。
【図５】図３の符号５の円で囲まれた部分の拡大断面図。
【図６】図４の符号６の円で囲まれた部分の図５と同様の図。
【図７】回転によってプランジャが長手方向に移動する状態を示す図２と同様の図。
【図８】多くの実施形態に係るボディ部材の断面図。
【図９】多くの実施形態に係るカラーの断面図。
【図１０】いくつかの実施形態に係る眼内レンズを眼に挿入するための装置の断面図。
【図１１】図１０の符号１１で囲まれた部分の拡大断面図。
【図１２】多くの実施形態に係る保持装置の断面図。
【図１３】眼の外科手術に使用される装置を示す図。
【符号の説明】
【００３５】
　１００：眼内レンズを眼に挿入するための装置、１０２：ボディ部材、１０４：プラン
ジャ、１０６：ボディ部材の内表面、１０８：貫通路、１１０：基端の開口部、１１２：
末端のポート、１１４：ボディ部材の末端部、１１６：フランジ、１１８：保持装置、１
２０：ロック部材、１２２：カラー、１２４：座部、１２６：通路、１２８：くさび部、
１３０：基端側の壁部、１３２：傾斜面、１３６：ハンドル、１３８：柄、１４０：摘み
、１４２：貫通穴、１４４：ねじ山、１４８：通路、１５６：探針、１５８：突部。
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